研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　南山苑　　　　職　種　　理学療法士　　氏　名　庭田　円

	期　　間　　平成２２年7月21日　

	出張目的　青森県精神科病院・診療所協会「第１回研修会」へ出席 

	出 張 先　青森県総合社会教育センター

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【考察】　

　今回の研修では正直、自分の考えていた内容とは違ったもので、たいへん残念でした。午前中は「理学的観点から考える精神化身体リハ」という演題だったので、精神疾患患者のための身体リハビリテーションについての講義と考えていました。しかし、実際は精神科に従事する他職種へ身体リハ（主に大腿骨頚部骨折）の説明する内容でした。また、午後のパネルディスカッションでは実際に精神疾患患者の身体リハビリテーションについての報告もありましたが、積極的に身体リハを行なう事は難しく、発表者自身もうまく誘導できなかった例が多かったとの内容でした。内容が整形外科の術後の身体リハに偏りがちで、薬の副作用によるパーキンソニズムや廃用性の筋力低下、肥満などについて触れる事はありませんでした。

中には昏迷状態の患者へ予防として関わっている病院からの発言もありました。ディスカッション内での発言なので、詳しい話は聞けませんでしたが、忙しい業務の中でも必要なリハビリは行っていく必要性を訴えている様子にはたいへん熱いものを感じました。

　精神科患者への積極的な身体リハビリテーションはまだまだ一般的には浸透しておらず、困難が多いとの印象を受けました。しかし、その必要性を感じてそれぞれ独自に探っている状態であるとも感じました。理学療法士として関われるとすれば、精神科疾患の知識を持つ事はもちろん必要ですが、コミュニケーション能力や個人を深く探求する姿勢が大切であることは、高齢者へのリハビリとも通じるものと思います。

　今回の研修では詳しい手法やテクニック的なことを学ぶことはできませんでしたが、理学療法士として必要とされている分野が少し明確になったと思います。

【内容】

　午前　「理学的観点から考える精神科身体リハと介護予防」

○リビリテーション概論　　地域リハビリテーションと医学的リハビリテーションの意味あいが一般的に誤解されがち。リハビリテーションの広義の意味は全人間的復権、狭義は医学的機能訓練、その使い訳が必要である。

· 大腿骨頚部骨折のリハビリテーション

　　　　　　　　　　　　　高齢者の4大骨折の１つで歩行困難や寝たきりになりやすい

　　　　　　　　　　　　　治療方針・手術法・急性期リハビリ・回復期/維持期のリハビリ・脱臼肢位

　　　　　　　　　　　　　について

　午後　

○　食事介助の工夫　　摂食困難者に対するアプローチのヒント

　　　　　　　　　　　摂食/嚥下の過程・食事時の姿勢・事例紹介など

　

「作業療法士から見た身体機能アプローチの問題点」

· 精神科作業療法で行われる身体機能へのアプローチ

　　　　　　　　　　　認知症病棟でのプログラム・事例報告

· 精神科病院（当院）における身体リハビリテーションとその問題点

　　　　　　　　　病院紹介・事例報告・問題点など

ディスカッション　質問や報告など自由に発言　　日ごろ困っていることや悩み等を発言しあう。
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